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　石川民医連は、地震発生の当日から対策会議をもち、救援隊派遣の用意をしていましたが、「現地自身が大混乱し、受け入れへの対応ができない」との全日本民医連の判断で、出発を控えていました。

しかし１３日午後、救援隊受入れの要請が全日本より改めてなされ、同日15:30に、古田医師、武島看護師、坂口次長、丸山職員の４名の第１次救援隊が出発しました。


　

【ガンバローの掛け声のなか、元気に出発

つしました】

救援隊は、順次交代しながらも、相当の長期になる見込みです。

当面、以下のサイクル（予定）で、派遣隊を組織します。

　　　　　　　（予定）

第1次 ３月１３日―２０日（派遣中）

第2次 ３月１９日―２６日

第3次 ３月２６日―４月２日

救援派遣隊についての問い合わせ、情報は、西村城北病院副事務長までお願いします。

また、送り出した事業所の側も、日常の診療業務をしっかりと安全に継続しながら、同時に、共同組織のみなさんとともに、石川での支援活動を強めましょう。

救援募金へのご協力を

すでに、土曜日から外来に募金箱を置き、患者、利用者の皆さんに、協力を訴えて始めています。

　城北から医師、看護師はじめ現地に支援に入っていることをはじめ、「困難な場に民医連あり」の姿を大いに率直に訴え、救援募金への協力を訴えてゆきましょう。
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